
【輸送実績】

【空港の概況】
・種別 ：地方管理空港
・設置管理者 ：北海道
・位置 ：北海道網走郡大空町
・標高 ：33.1m
・面積 ：168a
・滑走路（長さ✕幅） ：2,500m×45m
・運用時間 ：13時間（8:00~21:00)

乗降客数（人） 貨物取扱量（ｔ） 着陸回数（回）

24年度

国際線 549 0 2

国内線 720,416 2,338 5,277

合計 720,965 2,338 5,279

25年度

国際線 0 0 0

国内線 729,916 2,084 4,816

合計 729,916 2,084 4,816

26年度

国際線 1,990 0 7

国内線 734,179 1,880 5,035

合計 736,169 1,880 5,042

27年度

国際線 605 0 4

国内線 764,836 1,532 5,139

合計 765,411 1,532 5,143

28年度

国際線 0 0 0

国内線 780,832 1,852 4,859

合計 780,832 1,852 4,859

【沿革】
・昭和１０年 中央気象台の気象観測用飛行場とし設置
・昭和１７年 海軍航空隊が美幌第二飛行基地として整備
・昭和２７年 米軍進駐軍により接収
・昭和３３年 米軍より返還後、女満別町が管理
・昭和３５年 NDB運用開始
・昭和３６年 空港の管理を女満別町から北海道に移管。 

釧路航空保安事務所女満別空港出張所設置対空通信局運
用開始

・昭和３８年 旧女満別空港供用開始(滑走路1,200ｍ)
・昭和４０年 日本国内空   女満別・丘珠間で就航開始
・昭和４２年 運輸省設置法により東京航空局女満別空港出張所と改称
・昭和５４年 ＶＯＲ・ＤＭＥ　　運用開始
・昭和５５年 東亜国内航空　女満別・東京間で就航開始
・昭和６０年 新女満別空港供用開始、滑走路１８側　ＩＬＳ運用開始
　　　　　　　定期路線にジェット機就航、空港の運用時間が１１，５時間、ＮＤＢ廃止 

・平成１２年 空港整備完了２５００ｍ滑走路供用開始、空港の運用時間　
　　　　　　　が１３時間
・平成１５年 ＳＳＲ運用開始
・平成１７年 飛行場管制業務開始
・平成２０年 滑走路３６側　　ＩＬＳ運用開始（双方向ＩＬＳとなる）
・平成２８年 新管制塔供用開始 
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